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的研究は，後述する Happel と Brenner3） が詳細なレビュー
を行っている。また中村らは，0.3×3 mm および 0.5×5 mm
断面（高さはそれぞれ 50 mm および 100 mm）をもつ角型
ガラスセル内の水中において沈降する，標準粒径 20 μm ラ
テックス粒子の沈降速度測定を行い4），その結果を Happel

















さ 230 mm），36 mm（同 250 mm），49 mm（同 340 mm），

















































d/2 に対する粒子と壁面との間の距離 L の比（d/2）/L の関
数と考えられており，α＜1 である。抵抗 f は 1/α の増加
とともに増加し，沈降速度 U はストークスの沈降速度 U0 
の α 倍へと変化する。
　本研究では，粒子の半径 d/2 を壁面からの距離 L または
R で除して無次元化した壁面距離（d/2）/L または（d/2）/
R（図 1），ストークス抵抗則を適用して理論的に得られる















　Faxen は 1 つの平らな壁面に沿って単一粒子が沈降す
る場合の流れにおいて，粒子が受ける抵抗について理論的
な解析を行い，壁面の影響によるストークス抵抗の補正
値 1/α における α を次のように導いた3）。
　　　α＝1－（ 916）（ aL）＋（ 18 ）（ aL）
3












度 U/U0 をプロットしている。図の実線が Faxen の式を
表す。300 μ セル（図中の□）および 500 μ セル（図中の△）
はそれぞれ，中村らが行った 0.3×3 mm および 0.5×5 mm
断面をもつガラスセル内において，水中を沈降する標準粒
径 20 μm のラテックス粒子の値である。この結果より，沈














































管は内径 65 mm, 高さ 400 mm のものを使用した。測定位
置は角柱管では前節⑴と同じであり，円筒管は底面から





























































　粒径 5 mm のガラスビーズが壁面から 14 mm の位置を









している。曲率 0 は平面を表しているものとして，図 2 に




















































hydrometer method or the pipette method.   The Stokes’  law  is applicable  for particles of  impermeable 
hard sphere with  laminar flow being  less than 1 of particle Reynolds number without any wall effects.  




observed one near wall was higher  than  that  reported.    (2) There seemed  to be no clear difference 
between a plane wall effect and a curved wall effect from measurement of settling velocities by using a 
rectangular cylinder and a circular cylinder.  (3) There was a tendency for wall effect to be larger in the 
position near wall and to be smaller at around center in rectangular cylinder.  (4) Wall effect tended to 
increase with curvature.
Key words：Stokes’ law，settling velocity，wall effect，low Reynolds number
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